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使用方法

製品仕様

Add-On DEPAK Fryer

Add-On DEPAK Fryer

②  本体のメインスイッチをオンにして、電源ランプが点灯して
いることを確認ください。検電器を放電板の近くに近づけて
電場感知音(ピー音)が鳴ることを確認ください。

②  通常どおり調理作業をしてください。

②  調理作業が完了後、フライヤーの加熱を停止してください。

② 油の劣化を防ぐため、クリーニング以外、Add-on DEPAK 
Fryerの電源をいれたままにしておくことをお勧めします。

②  油槽にオイルが入っていない場合は、Add-On DEPAK Fryerの電源を切ります。

■本体

■放電板

項　目

[ 1 ] 電気特性

[ 2 ] 環境特性

区　分 単位 仕　様

入力電圧

出力電流

消費電力

出力電圧

単相 100V (50/60Hz)

0.0005 以下

1,000以上

2

動作温度

[ 3 ] 一般特徴

-20 ～45

動作湿度 45 ～90 (結露なきこと)

保管温度 -35 ～60

保管湿度 15 ～ 90 (結露なきこと)

外形寸法(WxDxH) W173xD143xH105

重量 1.65

最大接続可能放電板枚数 2

電源ケーブル 2000
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mm

kg

枚

mm

項　目

[ 1 ] 一般特徴

区　分 単位 仕　様

外形寸法(WxDxH)

重量

放電板用ケーブル

材質

W230xD10xH50

0.2／１枚

放電板 SUS304、
絶縁樹脂 PTFE or PFA

3000x２本

mm

kg

mm
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